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(二酸化炭素による肺循環調節における気道内一酸化窒素の役割）

本論文は、肺の換気血流調節機構における肺胞気ガス組成、特に二酸化炭素

(CO2）の関与を明らかにしようと試みた論文である。論文提出者らは、これま

で肺胞気低酸素による低駿素性肺血管収縮に気道上皮由来の－酸化窒素（NO）

が関与していることを明らかにしてきたが、本研究では、二酸化炭素が同様の

機構を介して関与しているか明らかにしようと試みている。

実験には、家兎摘出潅流肺を用いて、肺胞気由来のＣＯ２が肺血管

内皮由来ではなく気道上皮由来のＮＯを介しているか解析するため

に、異なる渡度のＣＯ２を肺胞気および血管内から負荷し、両者の結

果を比較している。また、生体における低換気領域における低酸素



と高CO2状態における両者の関与を解析するために、肺胞気低酸素下に肺胞気

高CO2負荷を行い、解析を加えている。

得られた結果は明らかで、肺胞気CO2の増加は優位に呼気ＮＯを低下させ、

肺動脈圧を上昇させたが、血管内CO2の上昇は肺動脈圧をわずかに上昇させた

のみで、呼気ＮＯを変化させなかった。また、肺胞気低酸素下肺胞気高CO2負

荷は、低酸素により減少した呼気ＮＯをさらに減少させ、肺血管収縮による肺

動脈圧の上昇を増幅させた。

このことは、低換気領域の肺胞においては、低酸素のみならず高CO2により、

気道上皮由来のＮＯ産生が極度に低下し、その領域の肺血管を強く収縮させ、

血流を高換気領域にシフトし、至適換気血流比が保たれることを極めて明解に

示している。

論文は既に臨床生理学の一流誌であるＪ・AppLPhysioLに掲載予定で、今

後肺における換気、血流調節の研究、臨床における病態解析、治療に貢献する

ところ大と考えられる。

なお、論文堤出者に対する本論文の内容、関連領域に関する試問に対し、適

切な回答が得られ、学力も十分と考えられた。以上より、本論文は博士の学位

論文に値すると判定された。


